
昨年度の中学校ＰＣの更新に続き、本年度、念願であった小学校ＰＣの４０台化が実現しました。１１月～１２月
にかけ、順次、小学校の旧機器の更新と合わせて工事及び設定を行っています。新しい機器・ソフトを導入いたし
ましたので、これまでにも増してご活用ください。なお、各小学校では導入研修を実施いたしますが、教育センタ
ーにおいても各ソフト毎の集合研修を実施しております。ぜひ、ご参加ください。
これまでの小学校の機器やシステムと異なる主な点は、以下のとおりです。
Ⅰ コンピュータ室
１．児童機を２０台から４０台に増設。
２．画面提示装置を２８型ＣＲＴモニタ(テレビ型)からタッチパネル式の電子情報ボードに。
３．サーバ機を職員室に移動。
Ⅱ 職員室
１．コンテンツ機をタワー型１台・一体型２台の計３台から、タワー型３台・ノート１台の計４台に増設。
２．サーバ方式によるデータの一括管理。
３．職員室内は原則無線ＬＡＮ。
４．校長室にＬＡＮを設置。
５．プリンタはＡ３モノクロレーザとＡ４ジェルジェットプリンタのみ
Ⅲ ソフト関係（これまでと異なるソフト等のみ掲載）
１．ＯＳは、WindowsＸＰ
２．セキュリティソフト（秘文）の導入（職員室）
３．学習用コンテンツの充実
①東京書籍コンテンツパック（吹田市版）
・小学校社会デジタル掛図Ver.2 （５・６年セツト） ・動画データベース生物分野
・動画データベース地学分野 ・小学校算数シミュレーションVer.3（４・５・６年）
・小学校国語基礎基本ドリル ・小学校算数基礎基本ドリル
・Junior Hi,Englishデジタル掛図１及び２（小学校英語）教科書４０冊・指導書付き
②ジャストスマイル３＠フレンド（ジャストシステム）
③スクールイントラパック４（吹田市版 （ベネッセ） ・サポート付き）

Ⅳ 注意点
１．各先生方のデータは、これまでは他のメディアに保存し、鍵付きのロッカー等に保管しておりましたが、今

、 。 、後は 全てマイドキュメントに保存することでサーバに保存されます 個人のみのアクセスとするためにも
各校で配付される個人ＩＤとパスワードを使用してください。
セキュリティ データのバックアップ等、外付２． ソフト（秘文）はデータを自動的に暗号化するソフトです。
け記憶媒体（ＦＤやＵＳＢメモリ等）にデータを保存するときは 「秘文」が作用し暗号化（パスワー、

他のメディアに保存した場合にも開く場合（複号化）ド入力）しなければ持ち出せなくなっています。
する場合には、パスワードが必要となります。個人管理ですので、扱いには十分ご注意ください。
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フレッシュ研修  新規採用学校事務職員研修 
           10月 11日(木) 実施 

初任者教員が増加するとともに、新規採用学校事務職員・養護教諭・栄養職員も増えてきていま
す。今回の研修では、新採事務職員の方だけでなく、新採とペアで仕事をされている先輩事務職員
や経験２～5年目の事務職員にも参加していただき、同じ立場で日々苦労と工夫をしながら取り組
まれている状況の交流とそれぞれの課題解決のための方策について考えるという内容の研修を実施
しました。 
前半は、先輩と４つの若手グループに分かれて、「学校事務職員のあり方・役割」「新採事務職
員を育てる学校体制づくり」というテーマに基づき、それぞれの学校での悩みや課題、工夫などを
出し合いました。後半はそれぞれのグループからの報告を聞き、さらに全体で深め合いました。 
《参加者の感想》◆新採・２～5年目事務職員 ◇先輩事務職員 
◆ 今日の研修は年の近い人と話が出来ていたので充実していた。他の人も同じように苦労してい
たり、同じ悩みをもっているのだと聞いて安心した。また、先輩の本音が聞けたのもよかっ
た。忙しそうでも、どんどん聞いてほしいとのことだったので、またいろいろと話したい。 

◆ 先輩事務職員の方が、新任の事務職員に対して思っていることを聞けたのがよかった。自分が
新任で先輩の事務職員と一緒に仕事をしていたとき、どう接すればよいのか、どんな話をすれ
ばよいのか悩んでいたことがあったので、今日の話は新任の方にプラスになったのではないか
と思います。 

◇ 同じ立場の人と悩みを共有できて安心しました。明日から、今日の研修の生かして先輩事務職
員として少しでも手助けが出来ればと思います。また、新採の方からも学びたいと思います。 

◇ 新規採用者、少し経験した方、育成に悩んでいる同じ立場の方と様々な思いや状況を聞かせて
いただいて、自分も元気が出ました。また、今後についてもいくつか意見を聞かせていただけ
たので、今後の取組に活かせると思います。 

 
※12 月 17 日(月)には、学校事務職員研修Ⅱ「小中一貫教育における事務連携」を実施予定です。吹田
市の小中一貫教育の取組状況、先進的に事務連携に取り組まれている４つの中学校ブロックからの報告
等を予定しています。後日実施要項を送付いたしますので多数ご参加ください。 

 
 
 
 
第１回吹田市教育研究大会への多数のご参加・ご協力ありがとうございました。今年度の反省
も踏まえ、平成 20年度は「地域に根ざした質の高い公教育の創造」を目指し、さらに吹田ならで
はの充実した教育研究大会にしていきたいと考えています。研究大会報告集は、今年末送付予定
で準備をすすめております。 
教職員の皆さんと共に作り上げていく、より元気な大会にするため、大会名称や全体会講師に
ついてご意見をお聞きしたいと思います。 
 本年度の大会当日のアンケートでも少しご意見はいただいていますが、是非とも魅力的な大会
名称を考えてください。 
応募していただける方は、所属とお名前を記入の上、電子メールで送付してください。 
宛先：s-educ@suita.ed.jp （教育センタ－内 研究大会事務局宛て） 
タイトル：教育研究大会名称募集 

  締切：１２月２１日(金) 

多数の応募おまちしています！ 
すでに、アンケートではこのような名称をいただいています。 
 教育の復活－未来を創生するためにー  教育パラダイス、あつまれ！吹田っ子 
 パワーアップセミナー    吹田の力を明日の光に   吹田の未来を育てよう 



代表授業研究 １０月３０日 山田中学校にて 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

山田中学校の中野先生による理科「物質の性質」『実験１ 白い粉末の性質を調べて区別する』

の授業が行われました。謎の物質Ｘ（食塩、砂糖、小麦粉、重曹）の正体を調べようという目標

を設定し、子どもたちは目を輝かせ、主体的に学習に取り組んでいました。研究協議では初任者

の先生方による意見交流、指導教員の先生方からは授業規律についてご自身の経験からの話など

がありました。最後に教育委員会西田指導主事より理科の授業作り、初任者として大事にしてほ

しいことなどの指導助言がありました。   《◆は参加者の感想》 
◆ まず学習指導案を見て、十分な練り直しと準備があったというのが感じられました。プロと

して 意識を高く持つことを改めて認識することができました。授業については、生徒が自

分の役割を理解し、行動することができていた点等、中野先生の日常の指導が行き届いてい

ることが分かりました。 
◆ 同じ立場である初任者の授業を見学することができてとてもいい勉強になった。感じたこと

は授業者である中野先生が理科の楽しさを生徒に伝えていこうという思いが伝わってきたこ

と、実験授業の進め方にとても苦心されていることである。授業を見ることにより、自分の

授業を振り返ることができた。 

課題別研修 教育相談 
 
日 時：１２月１２日（水）１６：００～ 
場 所：教育センター 視聴覚室 
講 師：スクール・ソーシャル・ワーカー 

       西野 緑氏 
 
※ 不登校、虐待、非行などの課題をもつ子どもの担任の先生、生徒指導、教育相談担当の先

生方、ぜひ参加下さい。 

はじめに講師の西野氏よりスクール・ソーシャ

ル・ワーカーとして関わっての今の子どもの現状

をお聞きします。その後、ケース会議の具体的な

進め方、持ち方、留意点などについて、模擬ケー

ス会議体験を通して具体的なお話を伺う予定で

す。 



番号 研修テーマ・講師名・概要等 会　　場 日　　時

24
②

「初任者による代表授業」（小学校①③班）研究授業と研究協議

小学校２年　道徳　『わすれたボール』
　　授業者　青山台小学校教諭　上田　和成

青山台小学校
１１月２０日
（火）

１３：５０～

24
③

「初任者による代表授業」（小学校②④班）研究授業と研究協議

小学校５年　国語　『ニュース作りの現場から』
　　授業者　高野台小学校教諭　工藤　智也

高野台小学校
１１月２２日
（木）

１３：４５～

ステップアップ
研修Ⅰ

34
授業研究「公開授業を通して」(中学校英語科）
　　授業者　片山中学校教諭　兒玉　裕子

片山中学校
12月１１日
（火）

6時間目～

養護教諭
１０年研修

101
公開授業・研究協議

保健学習　６年「共に生きるAIDS」
　　授業者　東佐井寺小学校養護教諭　萩原　晶子

東佐井寺
小学校

１２月１３日
（木）

１４：４０～

養護教諭１０年研修
フレッシュ研修 29

公開授業・研究協議

保健指導　４年「育ちゆくわたし」
　　授業者　片山小学校養護教諭　濵田　由実子

片山小学校
１２月１８日
（火）

１４：４０～

５０
③

公開授業・研究協議（中学校　英語）
「先輩の授業に学ぶ」
　　授業者　第二中学校指導教諭　石井　佳代子

第二中学校
１２月７日
（金）

１４：３０～

５２
５３
５４

「応急手当普及員講習①②③」
　　吹田市消防本部救急救助課

教育センター
研修室

１２月２６・２７日
１月７日
全日

1
「学校づくりに欠かせない教育法規」
　　吹田市教育委員会　教職員課課長　天野　守

教育センター
研修室

１１月２９日
（木）

１６：００～

2
「子どもの心をストレッチ」
　　岸部第一小学校指導教諭　黒谷　聡

教育センター
第一会議室

１２月１４日
（金）

１６：００～
専
門
職

等
研
修

学校事務職員
研修

99 「小中一貫教育における事務連携」
教育センター
研修室

１２月１７日
（月）

１５：００～

学力向上 63
授業改革
「学びの基礎力を高めるために」
　　　千里金蘭大学　教授　寺西　和子氏

教育センター
研修室

11月12日
(月）

１６：００～

教育相談 67
「効果的な校内ケース会議」
　　スクール・ソーシャル・ワーカー　西野　緑氏

教育センター
視聴覚室

１２月１２日
(水）

１６：００～

特
別
支

援
教
育

研
修

コーディネータ
養成研修

206 校内体制について（担当者会）
教育センター
第一会議室

１１月１９日
（月）

１６：００～

86
第４回「カリキュラム研究＆中学校教科書研究」
　第二中学校　指導教諭　石井　佳代子

教育センター
第一会議室

１１月１２日
（月）

１６：００～

87
第５回
 授業研修（受講者による研究授業）

未定 １２月初旬

88
第６回
 演習「英語でプレゼンテーションにチャレンジ！」

教育センター
視聴覚室

１２月１７日
（月）

１６：００～

※各講座の詳細は、各学校ごとに送付します実施要項をご覧下さい。
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小学校英語活動
リーダー養成
研修

ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
あ
っ
た
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小・中学校
１０年経験者
研修

ヤング・リーダー
研修

１ １ ・ １ ２ 月 の 教 職 員 研 修 予 定

講座名

初任者研修
フレッシュ研修

教
科
・
領
域
別
研
修



番号 研修テーマ・講師名・概要等 会　　場 日　　時

ＩＣＴ機器の活
用講座②

320

電子情報ボードと小学校コンテンツパックの活用

【本年度、小学校に導入する電子情報ボード（タッチパネル）
と学習用コンテンツパックの活用について学びます。】
コンテンツパックの内容
　・小学校社会デジタル掛図　　Ver.2  ５・６年セツト　・動画
データベース生物分野　・動画データベース地学分野　・小
学校算数シミュレーショ　ンVer.3（４・５・６年）　・小学校国語
基礎基本ドリル　・小学校算数基礎基本ドリル　・Junior
Hi,Englishデジタル掛図１・２（小学校英語）

教育センター
情報科学室

１１月２２日
(木）

１６：００～

学習支援ソフト
活用講座①

321
教育センター
情報科学室

１１月１３日
(火）

１６：００～

学習支援ソフト
活用講座②

322
教育センター
情報科学室

１１月２９日
(木）

１６：００～

情報モラル研
修講座①

323
教育センター
情報科学室

１２月２６日
(水）

14:00～16:00

情報モラル研
修講座②

324
教育センター
情報科学室

１月予定

授業支援ソフト
活用講座①

325

「スクールイントラパック４」の活用

【小・中学校に導入されているスクールイントラパック４の活
用について学びます。】
ソフトの内容
　・インターネットを活用した調べ学習　・テーマ毎のまとめ学
習　・プレゼンターション　・データベースの蓄積　・共同学習
・情報モラル等

教育センター
情報科学室

１月１７日
(木）

１６：００～

※各講座の詳細は、各学校ごとに送付します実施要項をご覧下さい。

１ １ ・ １ ２ ・ １ 月 の 教 職 員 研 修 予 定 （ 情 報 実 技 ）

講座名

情
報
教
育
実
技
研
修

小学校向け統合ソフト「ジャストスマイル３＠フレン
ド」の活用
　
このソフトは、これまで小学校に導入していた「一太郎スマイ
ル」がバージョンアップされたもので、本年度のＰＣ更新と増
設に伴い、各小学校に導入いたします。活用内容は、たくさ
んのイラストやテンプレートが利用でき、学年に合わせた漢
字変換が行え、調べ学習や発表などにも使用できます。ま
た、子どもたちが情報モラルについても学ぶことも出来ます。

「情報モラルナビ」の活用
　
小・中学校に導入されている「情報モラルナビ」を活用し、子
どもたちへの情報モラル指導の実際を学びます。


